
天皇退位問題を考える 

2017.6.3 京都大学 伊藤之雄 

 

１ はじめに―近代の天皇・皇室生徒の変容 

（１）明治維新と大日本帝国憲法・皇室典範の作成 

  ① 一世一元の制 

  ② イギリス風の国家 

  ③ 天皇の機能 

  ④ 憲法・典範作成と背景   ⅰ）退位問題  ⅱ）女性天皇（女系は皇統断絶） 

（２）新憲法と新皇室典範作成…臨時法制調査会（1946年 7月～10月） 

  ① 象徴天皇制  ⅰ）女系・女性天皇  ⅱ）皇族の臣籍降下 

  ② 退位問題←戦争責任問題     天皇は退位できない…1950年代後半～ 

  ③ 天皇の仕事の範囲→昭和天皇の創出 

（３）恣意的退位や強制退位の動きはあったか？ 

 

２ 退位…制度化か一代限りか 

 

３ 象徴天皇の仕事 

 

４ 天皇の意思 

 

５ 退位後の称号と生活 

（１）上皇・上皇后〔太
たい

上皇・太
たい

上皇后〕 ⇔ 上皇・皇太后〔太上皇・太皇太后〕 

（２）一切の公務を行わないか？ 

  天皇権力の二重性（かつての院政）、現代の内閣と天皇・宮内庁の関係 

 

６ 安定的皇位継承 

（１）女性宮家創設 

（２）旧皇族復活 

 

７ 天皇・皇室論議の与野党のパラドックス 

 

８ おわりに―時代・環境に合った天皇・皇室を作る 


